








〔目的〕

血友病 A保因者の検出は第Ⅷ因子活性(Ⅷ:C)/第Ⅷ因子関連抗原(Ⅷ:AG)の比を

求めることにより約 90%診断可能となっている。

第Ⅷ因子は、high molecular weight subunit と 1ower molecularweight subunit

の complex と考えられているが、ⅧR:AC と von Willebrand 因子活性(ⅧR:WF)

は前者にⅧ:C は後者に存在する。従ってⅧ:C/ⅧR:WF が保因者診断に有用か否

かを検討した。


